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研究成果の概要（和文）：　本研究の成果としては、以下の二点をあげることができる。
　一つ目は、国内外の関連機関（中央研究院近代史研究所档案館、公益財団法人東洋文庫等）における資料調
査・収集を通じて、日中相互認識に関する画像資料と文字資料を一体的に検索できるデータベースを構築したこ
とである。これは、当該研究における資料環境を大きく改善する成果となった。
　二つ目は、市電や建築様式などの都市インフラを主な事例として、日中相互認識が、日中双方の相互変容を内
包しつつ展開した点を確認し、大連・旅順の現地社会が単純な二項対立的な構造ではなく相互連関・相互変容を
前提とする多様で重層的な構造をもっていることを確認したことにある。

研究成果の概要（英文）：　The following two points can be cited as the results of this study.
　The first is the construction of a database of images and written materials on mutual recognition 
between Japan and China in an integrated manner through the survey and collection of materials at 
related institutions in Japan and overseas. This has greatly improved the environment of available 
materials for applicable research.
　Second, using urban infrastructure such as city trams and architectural styles as case studies, it
 was confirmed that mutual recognition between Japan and China develops while encompassing the 
mutual transformation of the nations, and that the local society of Lushun, Dalian had a diverse and
 multi-layered structure premised on interconnection and mutual transformation rather than a simple 
structure of binary opposition.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義としては、大連・旅順を中心とした中国東北地域社会に関する歴史研究における資料環境
の整備を通じて当該領域研究における実証的水準の向上に寄与した点をあげることができる。また、画像資料と
文字資料を一体的に検索できるデータベースを構築したことは、分析視角の多様化をもたらし、研究の活性化に
も繋がる成果ともなっている。
　加えて、その社会的意義としては、上述学術成果を通じてもたらされた現地社会諸事象の多様性・重層性の実
態把握により、他者の多様性理解を求められる現代国際化社会において如何にそれを獲得するかの歴史的知見獲
得をあげることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

1980年代中盤以降の日中両国間において、ヒト・モノ・カネの継続的往来を通じて、極めて
強い相互依存的関係が形成されてきていることは、衆目の一致するところであろう。しかし、そ
れにも拘わらず、日中国交正常化 40周年にあたる 2012年 9月の尖閣問題を契機とする反日デ
モ以降、両国における相互の不信感は一挙に膨らみ、現在に至るまで十分な改善には至っていな
い。この状況下、日本では中国に対する無関心や差別を助長させかねない中国イメージの単純化
が、中国では戦前・戦中期日本の野蛮で残虐な侵略者としてのイメージが、それぞれ拡大・定着
しつつあり、両国の分断・対立局面が強調され、その相互連関・相互変容的側面への関心が低減
しつつあるという印象は、大学において中国に関する授業を担当し日中双方の学生に相対して
いる者ならば誰もが強く実感すると言っても過言ではあるまい。 
この現状に対する学術的背景における問題の所在を、従来の中国近代史研究あるいは近代日
中関係史研究に引き絞って考えると、戦前・戦中期における日本の中国大陸での諸活動と中国側
諸主体との関係実態に対する研究成果が、上述した現状に対する冷静な対応と処方箋構築に向
けての第一歩となる歴史的知見を提供し得ているか否かという点となる。この点から、当該研究
領域を俯瞰すると、確かに近年、久保亨（ex.『戦間期中国の綿業と企業経営』汲古書院､2005）
らによる近代中国経済史研究や、高綱博文らの日本上海史研究会（ex.『戦時上海 1937～1945
年』研文出版､2005年）などによる上海租界史研究などにおいて、日中の相互依存や相互変容の
実相を実証的に追究する試みが展開されているが、本申請が対象とする日本租借下の大連・旅順
に対しては本申請の研究代表者などよる萌芽的研究が僅かに存在するだけとなっている。本研
究は、この現状を克服することを念頭に計画されたものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、日本租借下の大連・旅順における中国人社会が、如何なる発展実態を持って
いたのかを実証的に明らかにすることを通じて、従来の＜抵抗 or従属＞という二項対立図式的
な理解による諸成果をも包摂し得る、日本側諸主体との相互連関・相互変容により形成された新
たな当該地域の歴史像を新たに構築し、時として激しい摩擦を伴いながらも「ヒト・モノ・カネ」
の移動と諸制度実態の機能変化が日常的に展開する現代の国際化（globalization）状況下におけ
る諸主体の安定的関係構築に向けて何が必要となるのかの歴史的知見の一事例を提供すること
にある。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の実施にあたっては、主に以下の二つの方法を採用した。 
一つ目は、後述する資料調査を前提とした、収集・整理した都市インフラ利用実態に関する資
料の分析を通じて、日中間の相互連関・相互変容に実態を解明するという方法である。本研究に
おいて、従来の研究で等閑視されてきた大連・旅順の中国人社会が内包したところの日本人（社
会）との相互連関・相互変容の実態を実証的に確認する作業は、言わば研究の前提確保と言うべ
き、必要不可欠なものとなっている。この点に関して本研究では、路面電車、水道、医療・衛生
施設などの大連・旅順の都市インフラに実証対象を絞り込みつつ、日中双方の当該施設利用実態
に関する諸事実を、期現地で刊行された新聞（『満洲日日新聞』『関東報』『大連新聞』『泰東日報』）
や図書、公文書や日記や書簡などの私文書を国内外の関連諸機関（中央研究院近代史研究所档案
館、遼寧省档案館、大連市図書館、公益財団法人東洋文庫、国際日本文化センター、国立国会図
書館、日本大学文理学部）から収集・精査し、当該記録の摘出をおこなう。また、その際、文字
資料に限定せず、絵葉書、ポスター、写真などの画像資料も摘出対象に加えて、従来の文献中心
研究の資料水準の限界を突破することも図った。加えて、摘出記録はデータベース化し、研究終
了後に公開することとした。 
二つ目は、国際ワークショップを開催し、そこでの本研究組織外の専門家との討議を通じて、
学際的知見の積極的な導入を図り、より多様な視角からの新たな近代大連・旅順の歴史像構築を
行うという方法である。本研究は上述した目的を念頭に、大連・旅順の中国人社会の展開過程を
日中の相互連関・相互変容の視座から再構成するものであるが、その相互連関・相互変容の摘出
には、より多様で重層的な分析視角による検討が必要となり、多様な専門領域からの参加者を招
き実施する国際ワークショップは、その確保における重要な機会となるものである。 
なお、本研究では、以上の方法を念頭に研究を遂行したが、第２年度目末からの新型コロナウ
ィルス感染症の流行により、国際ワークショップは開催できずに関係者とのオンラインよる意
見交換も極めて限定的なものに止まった。また、海外調査に関しても中華人民共和国での調査は



断念せざるを得なくなり、新たな実証的成果獲得の前提となる資料、とりわけ中国側の諸主体に
よって作成された資料の調査・収集は当初予定した通り進められず、公刊済み中国側資料の調
査・収集や日本国内での調査の徹底によりカバーせざるを得なくなってしまった。誠に遺憾であ
るが、海外との国際交流を必要とする研究課題に関しては、後日を期すこととせざるを得なかっ
たことを付言しておきたい。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果としては、以下の三点をあげることができる。 
 一点目は、国内外の関連機関（中央研究院近代史研究所档案館、公益財団法人東洋文庫、国際
日本文化センター、国立国会図書館、日本大学文理学部）における関連資料の調査・収集を通じ
て、現地定期刊行部（『満蒙』、『満鉄調査時報』など）の日中相互認識に関する記事の目録や、
画像資料と文字資料を一体的に検索できるデータベースの構築を行ったことである。これらの
成果は、大連・旅順を中心とした中国東北地域社会に関する歴史研究における資料環境の整備を
通じて当該領域研究における実証的水準の向上に寄与するものとなっている。 
 また、画像資料と文字資料を一体的に検索できるデータベースの構築をしたことは、文字化さ
れることなく視覚的知見に止まっていたデータを、その両者を連関づけることで、歴史像再構築
に資するデータ化するものであり、ここでも新たな実証水準を準備し得る資料環境の構築に寄
与し、当該領域の研究活性化にも繋がる成果となっている。 
 二点目は、多民族居住地域でもあった中国東北地域社会が清代以来内包していた多様性と諸
主体間の相互連関・相互変容の有り様を、清朝初期から民国初期にかけての中国東北地域に関す
る先行研究の詳細な再検討を通じて摘出した点である。この点を摘出できたことは、20 世紀の
当該地域の変容を、異なるものの相互連関・相互変容を通じて現出するという前近代からの連続
性の下で再構成することを可能とする視座の獲得を意味しており、当該地域の変容を長期的な
時間軸の中で位置付けることに道を拓く成果となっている。 
 三点目は、以上の二つの成果を前提としつつ、市電などの都市インフラを主な事例として、当
該地域の変容が、日中双方の相互変容を内包しつつ展開した点を実証的に確認し、従来の＜前近
代－近代＞といった二項対立（二者択一）的な歴史像の刷新に繋げる成果を得たことである。具
体的には、日本を象徴するインフラの一つである大連の市電（路面電車）に対する中国側の位置
付けが、当初の排他的あるいは敵対的認識の喚起対象から、その利便性を槓杆としつつ、自らの
発展にとって所与の条件との認識へ移行し、更にはそれを運用する主体としての（別言すれば、
自らこそがその正当な管理運用者・利益享受者であるとする）自己認識を、日本側に対する潜在
的反発を内包しつつ、形成したことを明らかにした。この一連の経緯は、新たに登場した事象を、
それが持つ利便性を槓杆に既存認識に言わば「接ぎ木」しつつ「新来－既存」の両者を包摂する
新たな認識形成を行い、それを自らの「伝統」として再認識して行くという、清朝以来の歴史継
承的に形成されてきた認識パターンを踏襲するものであり、現地中国人社会の展開が、単純な日
中間の二項対立的な構造ではなく相互連関・相互変容を前提とする多様で重層的な構造を内包
する形で進んで行ったことを確認する成果となっている。それは同時に、現地社会諸事象の多様
性・重層性の実態把握・理解を強く求められる現代の国際化社会において、他者の多様・重層性
を如何に発見・獲得するのかについての、歴史的知事例を提供するという成果ともなっていると
も考えられよう。 
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